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■会　場■ JA石見銀山地区本部（長久町長久ハ56-1）　■お問い合わせ■ JA金融課　☎0854-84-9054
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平
成
30
年
４
月
６
日
、
発
電
所
管
理

人
が
１
３
５
kw
の
出
力
を
記
録
し
た
の

が
、
55
年
間
に
お
よ
ぶ
三
瓶
発
電
所
の

最
後
の
発
電
出
力
で
し
た
。

４
月
９
日
午
前
１
時
32
分
、
島
根
県

西
部
地
震
が
発
生
。

大
田
市
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
こ
の
地
震
は
、
夜
中
に
発
生
し
、
夜

が
明
け
る
ま
で
身
体
に
感
じ
る
余
震
が

数
回
あ
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
石
見

銀
山
地
区
本
部
に
は
、
早
朝
よ
り
地
域

の
被
害
状
況
の
連
絡
が
あ
り
、
加
入
さ

れ
て
い
る
建
物
更
生
共
済
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ

の
対
応
体
制
を
整
え
、
応
援
の
職
員
も

含
め
現
地
へ
の
調
査
に
向
か
っ
た
そ
の

時
に
、
発
電
所
管
理
人
か
ら
叫
ぶ
よ
う

な
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
導
水
路
が
崩

壊
し
て
い
る
と
。

直
ち
に
電
気
主
任
技
術
者
が
発
電
所

の
機
器
を
停
止
、
管
理
担
当
者
が
発
電

所
に
向
か
い
、
確
認
し
て
み
る
と
流
水

量
が
少
な
く
、
春
の
農
業
用
水
の
供
給

は
な
ん
と
か
な
る
も
の
の
、
発
電
に
は

水
量
不
足
の
状
況
で
し
た
。
い
っ
た
い
、

導
水
路
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
現

地
調
査
を
決
意
し
て
、
管
理
人
と
一
緒

に
山
中
に
足
を
踏
み
入
れ
ま
し
た
。

現
場
は
主
流
の
取
水
口
か
ら
40
ｍ
地

点
で
、
山
の
北
側
斜
面
に
沿
っ
て
設
置

さ
れ
た
導
水
路
が
20
ｍ
以
上
損
壊
し
て

お
り
、
行
き
場
を
失
っ
た
水
が
今
に
も

崩
れ
落
ち
そ
う
な
導
水
路
の
口
か
ら
無

情
に
も
流
れ
落
ち
て
い
ま
し
た
。
そ
の

時
で
す
。
ゴ
ー
と
い
う
地
鳴
り
が
聞
こ

え
、
直
後
に
余
震
と
思
わ
れ
る
揺
れ
が

襲
っ
て
き
ま
し
た
。
急
な
斜
面
の
う
え
、

崩
落
箇
所
の
す
ぐ
近
く
で
足
場
が
悪
い
。

さ
ら
に
倒
木
の
枝
木
が
斜
面
に
沿
っ
て

ず
り
落
ち
て
き
ま
す
。
早
々
に
調
査
を

終
え
、
他
に
も
被
害
が
な
い
か
確
認
に

向
か
い
ま
す
。
サ
イ
フ
ォ
ン
管
と
い
う

鉄
管
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
部
分
の
漏
水
も
確

認
し
、
直
ち
に
経
済
産
業
省
に
報
告
し

ま
し
た
。

実
は
、
三
瓶
山
周
辺
の
地
震
は
今
回

が
初
め
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昭
和
53

年
６
月
４
日
に
三
瓶
山
南
東
で
発
生
し

た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
6.1
の
地
震
は
、
三

瓶
町
志
学
地
区
を
中
心
に
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
が
、
そ
の
地
震
で

の
大
き
な
発
電
所
被
害
は
記
録
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
今
回
の
地
震
も
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
6.1
、
震
源
地
と
の
距
離
も
ほ

ぼ
同
じ
で
す
。
た
だ
、
方
向
が
違
い
ま

し
た
。
今
回
は
、
山
の
北
側
斜
面
に
東

西
に
沿
っ
て
走
っ
て
い
る
導
水
路
を
上

下
に
揺
ら
す
力
が
働
い
た
よ
う
で
、
結

果
と
し
て
斜
面
か
ら
導
水
路
を
引
き
ず

り
落
と
す
形
に
な
っ
た
と
推
測
し
ま
し

た
。半

世
紀
を
越
え
る
苦
闘
の
発
電
の
歴

史
を
経
て
、
明
日
へ
の
展
望
が
開
け
る

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
の
開
始
目
前
、
多

く
の
人
の
期
待
を
担
っ
た
事
業
が
…

悲
劇
と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
で
は
多
く
の
人
々
が
地
震
被
害

に
直
面
し
て
い
る
状
況
で
、
ま
ず
は
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
が
優
先
で
し
た
が
、

５
月
に
入
り
導
水
路
復
旧
工
事
の
た
め

の
調
査
・
設
計
が
進
む
と
、
な
ん
と
か

先
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

平
成
30
年
は
、
自
然
災
害
が
多
発
し

た
年
で
し
た
。
４
月
の
島
根
県
西
部
地

震
、
６
月
の
大
阪
府
北
部
地
震
、
７
月

の
西
日
本
豪
雨
、
９
月
の
北
海
道
胆
振

東
部
地
震
、
８
～
10
月
に
は
５
つ
の
台

風
被
害
が
発
生
し
、
建
設
業
界
も
休
む

暇
も
な
い
状
況
で
し
た
。

ま
た
、
三
瓶
発
電
所
の
工
事
に
は
、

法
令
に
よ
る
制
約
が
あ
り
ま
し
た
。
県

道
三
瓶
公
園
線
側
か
ら
静
間
川
の
対
岸

に
仮
設
橋
を
設
置
す
る
期
間
が
10
月
中

旬
～
６
月
中
旬
と
限
定
さ
れ
て
お
り
、

橋
を
使
う
工
事
は
そ
の
期
間
に
納
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
結
局
、
調
査
・

設
計
や
資
材
確
保
、
各
手
続
き
に
時
間

を
要
す
こ
と
も
あ
っ
て
、
着
工
を
１
年

延
期
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
間
も
、
三
瓶
発
電
所
は
、
被
災

し
た
主
流
導
水
路
を
塞
ぎ
、
支
流
か
ら

の
取
水
を
継
続
し
て
、
農
業
用
水
の
供

給
と
い
う
も
う
一
つ
の
使
命
を
全
う
し

て
い
ま
し
た
が
、
流
水
量
不
足
の
た
め
、

再
び
発
電
を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

時
代
は
、
昭
和
か
ら
平
成
、
そ
し
て

令
和
に
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

�

〈
次
回
に
続
く
〉

小水力発電所物語 ４

地震により崩落した導水路
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JAグリーンおおだ

９月は、休まず営業いたします。
・毎月５のつく日はポイント５倍！
・毎月０のつく日は玉子が半額！
・毎週火曜日は火曜均一セール！
・毎週木曜日は午後４時から夕方市！

年金無料相談
複雑な年金手続きのお手伝いをいたします。
どなたでもお気軽にご来店ください。

※時間は９：00〜15：00

9月27日(日)　JA高山支店� ☎0854-89-0533

「デイキャンプで簡単レシピ」
今月の料理

波根町
　岩谷　和樹さん ご家族

③豚肉肩ロースのロースト
＜材料＞
　豚肉肩ロース�������������� 200g
　すりおろしニンニク������������適量
　マジックソルト��������������適量

＜作り方＞
❶ �豚肉の表面と裏面にすりおろしニンニクを塗り込む。
❷ �塗り込んだ上からマジックソルトを振りかけて、
更に塗り込む。

❸ �熱したダッチオーブンで焼いて、豚肉の表面と裏
面に焼き目をつける。

❹ �焼き目がついたら、一度取り出しアルミホイルで
包み、再びダッチオーブンに入れて蓋をして、15
分程度火を通す。

❺ �全体に火が通ったら完成。

①

②

③

提供：石見銀山産直出荷者協議会

②鶏肉と野菜のロースト
＜材料＞
　にんじん���� １本
　玉ねぎ����� １個
　ジャガイモ��� ３個
　ズッキーニ��� １本

　鶏もも肉���� １枚
　塩こしょう��� 適量
　ローズマリー�� ３枝

＜作り方＞
❶ �にんじんは皮を剥かず適度な大きさに切り、玉ねぎ
は4等分に切る。ジャガイモは皮を剥かずに2等分
する。ズッキーニは１㎝程度の輪切りにする。

❷ �鶏もも肉に塩こしょうを振って塗り込む。
❸ �ダッチオーブンに切った野菜を敷き詰め、その上に
鶏もも肉をのせ、ローズマリーを添える。

❹ �蓋をして、15分程度火にかける。
❺ �全体に火が通ったら完成。

①ミネストローネ
＜材料＞
　玉ねぎ��������１個
　トマト�������３個
　茄子��������１本
　ズッキーニ�����２本
　にんじん������１本
　

　ベーコン�
　��50～100g(お好みの量で)
　オリーブオイル���適量
　水��������500㎖
　顆粒コンソメ����適量
　塩こしょう�����適量

＜作り方＞
❶ �玉ねぎ、トマト、茄子、ズッキーニ、にんじん、ベーコン
を1～2㎝角程度に切る。

❷ �熱した鍋にオリーブオイルを入れ、ベーコンから炒める。
❸ �野菜を入れて一緒に炒める。
❹ �炒めたら、ひたひたになるまで水を入れて、顆粒コンソメ
を加え、煮込む。

❺ �沸騰して材料に火が通ったら、塩こしょうで味を調えて完成。
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2020年
８
月
19日
付
発
行（
月
１
回
発
行
）


